
令和６年度 第２回 南丹市地域公共交通会議

次 第

日時 令和６年１０月３１日（木） 午前１０時１０分～

場所 南丹市役所 ２号庁舎 ３階 ３０１会議室

１．開 会

２．会長あいさつ

３．議 題 第１号議案 南丹市地域公共交通活性化協議会との統合について

【資料１】、【資料２】

第２号議案 福祉有償運送の更新登録及び運賃改定について

【資料３】、【資料４】

４．その他 【資料５】、【資料６】、【資料７】

５．閉 会



南丹市地域公共交通会議委員 （敬称略・順不同）

（令和６年１０月３１日現在）

氏 名 備 考

１ 仲 村 学 南丹市議会 総務常任委員会 委員

２ 奥 村 安 治 園部町地域選出

３ 橋 本 みゆき 八木町地域選出

４ 吉 田 辰 男 日吉町地域選出

５ 山 名 英 夫 美山町地域選出

６ 川 勝 久美子 南丹市女性会 副会長

７ 川 勝 芳 明 南丹市ＰＴＡ連絡協議会 理事

８ 榎 原 克 幸 南丹市社会福祉協議会 事務局長

９ 野 谷 五三男 南丹市老人クラブ連合会 副会長

１０ 湯 浅 裕 晃 南丹市校園長会 中学校代表 八木中学校長

１１ 森 昭 夫 南丹市福祉シルバー人材センター 理事長

１２ 佐 野 清 南丹市身体障害者福祉会 会長

１３ 阪 本 和 宏 京阪京都交通株式会社 代表取締役社長

１４ 中 薮 裕 介 京都府タクシー協会

１５ 俣 野 健 二 京阪京バス労働組合 執行委員長

１６ 西日本旅客鉄道株式会社 京滋支社 地域共生室担当室長

１７ 野 中 好 有限会社 中京交通 代表取締役

１８ 上 原 文 和 公募委員

１９ 日 高 政 美 近畿運輸局 京都運輸支局 首席運輸企画専門官

２０ 中 西 正 樹 京都府南丹土木事務所 施設保全課長

２１ 下 野 且 久 京都府南丹警察署 交通課長

２２ 小 石 直 生 京都府南丹広域振興局 地域連携・振興部 企画・連携推進課長

２３ 松 中 亮 治 京都大学大学院 工学研究科 准教授

２４ 山 内 守 南丹市 副市長

２５ 國 府 常 芳 南丹市 教育長



南丹市地域公共交通会議と南丹市地域公共交通会議活性化協議会の
統合について（案）

第１号議案 【資料１】

現行
◆南丹市地域公共交通会議◆

・条例に基づくもの。

・道路運送法を根拠とするもの。

・道路運送法に関すること（バス路線や運賃、

福祉有償運送等）を議論する会議。

◆南丹市地域公共交通活性化協議会◆

・規約に基づくもの。

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律を

根拠とするもの。

・地域公共交通計画に関することを議論する会議。

統合後
南丹市地域公共交通会議

・条例に基づくもの。

・道路運送法及び地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律を根拠とするもの。

・道路運送法に関すること（バス路線や運賃、

福祉有償運送等）及び地域公共交通計画に関

することを議論する会議。

南丹市地域公共交通活性化協議会

・地域公共交通会議への統合を行うこと

に伴い、活性化協議会としては廃止。

南丹市地域公共交通会議条例の改正により、２つの会議を統合し、

新たな「南丹市地域公共交通会議」の発足を図る。

条例施行日並びに統合後の地域公共交通会議の発足日 令和７年４月１日(予定)

活性化協議会で議論する事業を遂行していくためには、地域公共交

通会議で議論する道路運送法の手続きが不可欠であり、円滑な会議運

営のため、１本の会議で議論を行っていくこととしたい。

国の方針でも、１つの協議組織に両者の機能を併せ持つことが可能

となっており、令和５年度末に南丹市地域公共交通計画策定を実施で

きた中、今後は両会議を統合し円滑な会議運営を図りたい。

経過
「南丹市地域公共交通会議」は、道路運送法に関する議論を行うため、平成２６年に条例により

設立した。

また、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき、地方自治体は地域公共交通計画を

策定する必要が生じ、南丹市においては令和５年度末を目途に策定することとしていた。計画策定

に伴う契約や国庫補助の手続きは法定協議会で行う必要があったことに伴い、令和５年４月より、

規約により新たに「南丹市地域公共交通活性化協議会」を立ち上げた。

現在、南丹市では条例に基づく地域公共交通会議と、規約に基づく地域公共交通活性化協議会が

並立している。



南丹市地域公共交通会議と南丹市地域公共交通活性化協議会の統合に係るスケジュール

第１号議案　【資料２】
R６年度 R７年度

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

R7.3.31

廃止

(予定)

条例改正

公共交通会議

活性化協議会

委員改選

令和６年度第１回
地域公共交通会議

統合について
報告

令和６年度第２回地
域公共交通会議

条例改正による
統合の協議

令和６年度第２回　
活性化協議会

規約、会計規則、
事務局規程廃止

の報告

12月議会
条例改正の審議

令和６年度第３回　
地域公共交通会議

条例改正の報告

財務規程(案)、
事務局規程(案)

の協議

4/1～
改正後の地域
公共交通会議
条例施行

令和６年度第３回　
活性化協議会

規約、会計規則、
事務局規程の廃止

の協議

委員改選

4/1～
統合後地域公共
交通会議の運
営、財務規程・事
務局規程の施行

4/1～改選後
委員での運営

公募募集



第２号議案 【資料３】

福祉有償運送事業（外出支援サービス事業）の登録更新について

◎有償運送事業者

公益財団法人 南丹市福祉シルバー人材センター

◎自家用有償旅客運送の種別

福祉有償運送

（園部地域）【高齢者等生活支援事業分】

◎運送の区域

南丹市【南丹市園部町から南丹市八木町（京都中部総合医療センター）】

◎運送自動車数及びその種類

車いす車３台（内、軽自動車１台）

セダン等１台（内、軽自動車１台）

◎旅客の範囲

身体障害者福祉法第４条に規定する身体障がい者、介護保険法第１９条第１項及び第

２項に規定する要支援認定・要介護認定を受けている者

◎運転手の数

３名

◎旅客から収受する対価

・利用者負担額

保険料

１，０００円（年１回）

利用料

自宅から目的地を経由して自宅までの距離

３㎞以内 １回 ８００円

３㎞超～６㎞以内 １回 １，０００円

６㎞超から１０㎞まで １回 １，２００円

１０㎞超から １０㎞ごとに ２００円加算

６０㎞超から ２０㎞ごとに ２００円加算



単位：円

単位：円

旅客から収受する単価の変更について

（１）変更内容

現 行

自宅から目的地を経由して自宅までの距離

２０㎞以内 １回 ８００円（片道でも 以下同じ）

２０㎞超から６０㎞まで １回 １，０００円

６０㎞超から以降２０㎞ごとに ２００円加算

改定案

自宅から目的地を経由して自宅までの距離

３㎞以内 １回 ８００円（片道でも 以下同じ）

３㎞超過から ６㎞以内 １回 １，０００円

６㎞超過から１０㎞以内 １回 １，２００円

１０㎞超過以降１０㎞増すまでごとに ２００円加算

６０㎞超過以降２０㎞増すまでごとに ２００円加算

改定時期 ： 令和７年４月１日から

（２）変更にあたっての参考資料

◆料金シミュレーション

※１ タクシー料金は、距離別運賃のみを参考に仮計算しています。

※２ 片道×２回利用の場合で計算しています。

◆利用者負担額の見込み額

自宅から目的地まで

の距離（往復）
2 ㎞ 5 ㎞ 10 ㎞ 20 ㎞ 30 ㎞ 40 ㎞ 50 ㎞ 60 ㎞ 90 ㎞

南丹市 現行 800 800 800 800 1,000 1,000 1,000 1,000 1,400

南丹市 改定後 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,600

タクシー（普通車）※１ 1,200 2,200 4,200 8,400 12,400 16,600 20,800 24,800 37,200

綾部市※２ 800 800 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,400

京丹波町※２ 500 500 1,000 1,000 1,400 1,800 2,000 2,400 3,400

事業委託先 令和 5年度収入額 改定後見込額 比較

南丹市福祉シルバー人材センター 950,600 1,200,000 349,400

南丹市社会福祉協議会 8,665,500 15,000,000 6,334,500

計 9,616,100 16,400,000 6,683,900

第２号議案 【資料４】



◆年間運行回数及び総事業費

◆京都府内のレギュラーガソリンの平均小売単価及び最低賃金の推移

◆自家用有償旅客運送者が利用者から収受する対価の目安

（令和６年２月１６日公表 近畿運輸局）

※一部抜粋

ガソリン平均価格（税込） 最低賃金

平成２６年１０月 169.2 円 789 円

平成２７年１０月 138.0 円 807 円

平成２８年１０月 124.8 円 831 円

平成２９年１０月 134.8 円 856 円

平成３０年１０月 159.7 円 882 円

令和元年１０月 143.5 円 909 円

令和２年１０月 131.1 円 909 円

令和３年１０月 162.0 円 937 円

令和４年１０月 166.8 円 968 円

令和５年１０月 176.1 円 1,008 円

令和６年 ９月 175.6 円 1,058 円

距離制運賃
初乗運賃

（1.0 ㎞）
加算運賃 時間制運賃 （5分）

京都市域地区 370 円 1.0 ㎞ 270 円 京都市域地区 360 円

京都北部地区 370 円 1.0 ㎞ 330 円 京都北部地区 350 円

事業委託先 令和 5年度運行回数 令和 5年度総事業費 内利用収入(再掲)

南丹市福祉シルバー人材センター 1,255 回 5,486,130 円 950,600 円

南丹市社会福祉協議会 10,164 回 57,257,500 円 8,665,500 円

計 11,419 回 62,743,630 円 9,616,100 円



「バスをもっと知ろう！」のイベントを、住みよいむらづくり協議会様に

開催いただきました。

◆開 催 日 令和６年８月３日（土）午前１０時～午後３時まで

◆開催場所 森の学舎五ヶ荘（旧五ヶ荘小学校） 南丹市日吉町四ツ谷

◆実施概要 市営バス・自家用バスの展示、運転席への乗車体験、

バス関連グッズの販売、記念写真、ペーパークラフト工作体験、

バス缶バッジ入りガチャガチャ 等

その他資料 【資料５】



京都新聞 令和６年８月４日（日） 記事



その他資料【資料６】





その他資料　【資料７】




